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野融合的・先進的な業績等で知られる。インタビューでは、研究の概要や現状、同じ分野を志す学生へのアドバイス、
今後の展望等について伺った。
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　愛知・岐阜地域の未来社会像検討を行った。人・物・情報がつながり、自然と共生しつつストレスなく暮らす社会
が描かれ、懸念点として、セキュリティ、プライバシー、人間関係の希薄化などが挙げられた。
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点を例示する。
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